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ず
し
そ
'、
，市
場
の
龊
1̂

故
價
格
‘を
決
岽
す
る
,.
°'坐
產
者
間
に
.於
け
る
自
山
競
郇
が
存
在
す
3
こ
’と
，.が
.な
い
か
、
若
し
く
^
然
ら
ざ
る
塲 

'?
>ソ
、之
れ
に
對
す
名
拘
萊
が
多
大
で
あ
つ
に
は
、
，價
値
を
費
和
の
要
素
に
出
つ
て
決
觉
す
る
は
不
可
能
で
あ
つ
て
、
，そ
が
效
.用 

:

の
.要
素
，に
由
つ
て
，決
定
せ
ら
る
X
こ
^
は
免
れ
得
ざ
る
所
で
あ
4
た
。
然
し
.な
が
ら
、
生
廒
者
間
に
-於
け
る
競
铆
が
_
由
無
障
>
爲
る
' 

と
共
に
、
價
植
は
自
'か
ら
坐
菝
费
に
.
1致
せ
ん
と
す
る
の
傾
向
を
有
す
，る
0
、斯
く
弋
.グ
，卩
シ
ゥ
ス(Kllgo Gr

'o'troo

及
，び
ブ
1
ラ
i
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ド
ルrv<Samuel
I
 pufen_do3

•の
徒
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、
，
不
兄
及
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欲
望
を
以
つ
て
價
低
の
麓
要
な
る
要
素
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看
做
し
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ら

も
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產
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要
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而
し
て
、
，i

業
I

H

業

賽

移

ち

ん
と
：す
る
の
概
を
示
や
る
英
國
に
於
い
て
は
;"
第
十
七
|
紀
の
後
半
に
於
い
て
、
勞
働
1
以
0
て
眾
に
值
値
を
創
逾
す
る
の
み
な
ら
ず
、
 

又
與
つ
て
之
れ
が
尺
垃
た
る
^
の
.と
做
せ
る「

經
濟
學
の
父」

サ
丨
*ゥ
3
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ア
ム
，
ベ
チ
ィ
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⑴
し
た
ズ
前
揭
⑽
^
ー
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*六
六
i

一
六
八
，

, 

• 

\ 

V 
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*

，頁
，參
照
：

} 。

而
し
て
、
ベ
’

チ
：.

ィ
の
思
想
系
銃
を
‘傅
へ
.
'て
、
費
用
價
値
の
分
祈
を
進
め
•勞
働
の
價
値
の
根
本
原
囡
及
び
尺
度
を
看
出
さ
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と
，努
め
た
，も

の

に

諶

農

學

派
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先

驅

者
「

邂

濟

襻

者.の
經
濟
學
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チ
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ー
ド
*
,カ
ン
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ロ
ン
が
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つ
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揭
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著
四
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一
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四
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頁
參
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。
，
而
し
て
、.カ
ン
チ
ロ
ン
及
び
筮
農
學
派
の
祖
?
ア
；ン
ソ
ア
*
ケ
ネ
ー
の
價
値
論
.は
機
械
的
な
る
も
の
で
あ
つ
て
、
彼
れ
等 
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は
人
民
の
心
意
及
び
感
情
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對
す
る
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總
べ
て
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響
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離
れ
て
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然
に
浪
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し
つ
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沓
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認
め
ら
れ
た
諸
原
0
に
據
つ
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價
値
を
說
盼
レ
た
の
で
あ
る
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ら
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あ
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賫
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買
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孰
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の
利
益
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も
從
ふ
も
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で
は
な
い
。
是
れ
等
の
利
益
其
ひ
箭
は
、
販
賣
及
び
購
入
^
於
い
て
、
相
汉
的
地
位
に
在
る
も
の
で
あ
る
。
斯
ぐ
て
別
個
に
考
察
せ
ら

K
た
寶
手
.及
び
買
手
は
全
然
產
物
の
價
格
ぬ
裁
定
者
で
，は
な
.
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摩
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時
價
の
一
般
的
M

0が
凴

れ

等

，
の
も
の

-
.
.
. 

.

■

+
•,.
‘ ... 

.

.

.

.

.'
••
.,
.
ン 

.

.

.

.
へ
.
.

.

.

.

.■.

.:■
-
•':
:
:
;
.:
-
.
- 

'

*:
:,
;
!
.
.
.

'.
:'
-
;
v
.
i
.
.
-
.

o;
.
,
、
..... 

' 

.

-.
;■
く
.. 

.

.

.

.

.:v
-
:
:
、
■-
.
•
+
•
:
. 
•:,
-.■
.■■
■':■
:■■
.-.

'.
-..
•

•:
■.
.へ-.
--:
::
•
•
へ
.
-
*
'
'
.

■、
稀
少
又
は
夥
多
"
弟
し
く
.は
賣
手
又
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質
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側
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け
る
彍
睜
の
强
弱
‘に
存
す
，る
こ
と
、
及
び
母
れ
等
の
諸
厥
现
に
出
つ
て
、
座 

物
の
實
際
の
價
格
は
楚
れ
等
の
も
の
、
販

寶

_

坐
產
者
が
直
接
に
行
ふ
場
合
に
於
か
ヤ
す
ら
—

に
先
ん
ず
る
こ
--
^
を
知
ら
ざ
る
# 

は
な
い」

と
。
他
方
、義
見
地
ょ
り
す
れ
ば
、
價
値
は
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の
I

據
i

f

れ
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に
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證

る
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汝
蒞
し
工
業
上
の
製
作
を
行
ふ
勞
作
者
の
利
得
を
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つ
て
、
耕
作
者
が
土
地
の
耕
作
に
使
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す
る
勞
作
衮
の
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S
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れ
に
比
較
す
る
な
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ば
、
汝
は
厕
方
®
に
於
け
る
利
得
が
勞
作
者
の
坐
計
^'
限
定
せ
ら
る
、
こ
と
，
這
撒
の
利
得
は
富
0
墦
加
に
非
ざ
る
こ
と
、
、並
び
に
、
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工
業
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品
の
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値
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|

勞
作
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び
商
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消
費
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名
衣
食
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ず
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第
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古
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し
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し

て

、
效
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J

を
以
.
.つ
•て
、
交
換
傲
値
の
脉
提
と
做
す
と
北
ハ
に
-

楚

れ

を

以

つ
.て
、
北C

の
高
ざ
の

上
に
影
響
を
宿
せ
ぎ
る
％

の
.と
認
め
、
典
の
働
播
は
偏
べ
^
財
貨
の
稀
少
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の
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に
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せ
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値
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は
其
の
ニ
十
一
歳
を
擻
へ
た
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一
千
七
酉
四
十
九
年
の
敗
名
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千
七
百
五
十
年
四
ッ
rf
$y
一
 

_卷
と
し
て
ナ
ポ
‘り
に
於
い
て
^

^
 

W版
は

蜜

^

の

名

を

署

し 

T1
:
>
七
-

百
八
十
•年
.
.に
例
行
せ
ら
る)

に
於
い
て
、價
値
が
人
間
の
感
情
に
侬
#
す
る
と
做
す
の
意
見
を
表
明
し
た
9
彼
れ
ロ
く
丨
余
は 

•

信
ず
る
、
人
は
、
尊
辕(

&

1〕

漪
し
く
は
價
値
を
以
っ
.て
、「

或
る
人
の
概
念
に
.於
け
るj

物
件
の
領
有
と
‘他
の
物
件
の
領
荷
と
の
問

の

比

率

の
观

念」

で
あ
る
と
稱
す
る
.こ
と
を
得
る
とo

這

般

CO
,
比

率

は

、
自

己

れ

享

樂

を

破

毀

せ

ら

る〜

こ

と

な

か
ら

ん
こ

と
を

爐
‘る

苕
が
一
を
以
つ
て
他
と
^
換
し
、
而
し
て
損
得
な
き
限
り
に
->
、い
て
は
-广
兩
物
俾
間
の
均
等
で
あ
る
0-斯
く
て
價
値
は
费
だ
に
菩
人
が

1.

物
件
に
就
い
て
有
す
可
き
感
情
の
み
な
ち
ず
ぐ
.這
般
の
感
情
と
.之
.れ
に
對
し
て
與
へ
ら
れ
な
げ
れ
ば
'な
ら
ぬ
或
る
物
に
對
し
て
布
す

可
き
感
情
と
の
間
の
比
較
0
上
に
も
亦
依
存
す
る
0
人
間
の
意
向
は
變
化
す
み
が
故
に
、
諸
物
件
の
.價
値
は
變
化
す
る
。1

方
に
於
い

てi
r
.

時
價
と
稱
せ
ら
る
、
を
得
る
所
の
も
の
を
有
す
る
一
般
.に
求

め

ら

，
る

、
諸

物

#
が
存
す
る
。
他
方
に
は
义
、
，之
れ
を
.欲
.求
す
る

者
、
及
び
之
れ
を
拋
棄
す
な
荞
の
個
人
时
願
望
ょ
り
其
の
«
値
を
取
得
す
る
諸
物
件
が
存
す
各
。
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、

ガ
-リ
ア
ニ
は
、
價
値
，が
合
成
的
概
念
で
あ
り
、
效
用
及
攻
稀
少
性(utiiia e raritw)

の
算
法
に
依
つ
て
分
祈
t
ら
れ
得
.る
も
の
で 

あ
る
と
•認
め
た
。
最
有
用
，物
件
た
る
溶
氣
-A
び
水
は
稀
少
性
L
缺
く
が
故
に
、
交
換
價
値
を
有
す
る
こ
と
が
な
い
o
•之
れ
に
皮
し
、
日

‘
 

本
の
掘
岸
か
ら
齎
さ
れ
た
砂
ば
、
•何
等
‘

Q:

效
用
を
も
有
せ
ざ
る
が
故
に
，、
大
な
る
稀
少
性
を
有
す
る
に
枸
ら
ず
、
毫
も
交
換
價
値
を
有

' 

> 

、

' 

• 

ノ 

,
.
 

.- 

' 

.

す
る
ど
と
が
な
い
o
Q
b'F
.
p
. 

5
00
-
5
9
.
0
0

彼
れ
は
、
二
物
件
が
吾
人
に
幸
福
.を
得
せ
し
む
る
.が
爲
め
に
奋
す
る
素
^'(atmudine) 

を
效
用
.と
呼
ぶ
。
彼
れ
は
菩
人
が
食
、

.#
及
び
眠
の
欲
望
及
.び
欲
情
の
外
-\
,是
れ
等
の
も
の
が
滿
足
せ
ら
る
\
際
に
坐
ず
る
他
ぬ
欲
望 

及
び
欲
情
を
有
す
る
こ
と
を
注
意
し
ノ
而
し
.て
效
用
に
從
o
v財
肾
の
.分
類
'を
行
つ
■た
。
有
用
物
神
の
系
列
中
.に
在
つ
て
、
第1

の
も
. 

の
、は
元
素
で
あ
る
。
之
れ
に
次
い
で
人
間
>が
來
る
。人
問
は
總
べ
で
の
物
件
.の
中
で
他
の
人
間
に
取
つ
て
最
も
有
用
な
る
'も
の
'で
あ
る
。
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效
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價
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說
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一

二

* (

r
.
K四)

' 

第
三
.は
榮
養
に
資
す
‘る
諸
物
#

,'
1
第
四
は
被
服
に
役
立
つ
諸
物
#
、
‘第
五
は
-居
住
に
，資

す

る
«
れ
で
あ
り
-*
而
し
て
陡
後
に
は
よ
®

®

.
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•
-要
な
ら
'ざ
.る
貨
物
と
し
.て
、
：.又
、
人
間
の
第
1:
位
的
願
望
滿
見
.の
'爲
め
に
役
立
つ
:1
1
:

(

れ
が
來
>ろ
0(

I

ィp
,
5
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「

天

然

は
 

黄
命
の
犢
よ
り
も
尊
い
-が
、
然
も
其
.の
、評
價
せ
6
る
>
こ

と

如

何

，
に

是

れ

よ

ゎ

も

戗

ぎ

や

に

と

か

-

「

麵

麴

め

一

听

は

贺

金

の

一

听

よ

り 

も
更
ら
に
有
用
で
あ
る」

と
か
稱
す
る
は
、
取
ず
.可
き
論
過Qairalogismo.)

で
あ
，つ
■て
、
.斯
く
の
'知
ぎ
は
、「

.よ
り
以
上
«
し
く
は
よ
り

:'
.
v
v
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以
下
に
有
用
で
あ
る」
.也〗K

ふ
は
相
對
的
の
名
辭
.で
あ
り
、
而
し
て
*
れ
等
の
％
の
1 *

重
.要
性
は
人
々
の
種
々
な
る
狀
»
に
相
應
す
る
- 

の
事
實
|:
.知
ら
ざ
る
に
兹
く
も
の
で
あ
る
.0
9

笋

ゃ

6
7
-
6
8
.

〕

。

斯
く
.'の
如
く
"
へ
ガ
レ
ブ

n

ば
、
先
♦つ
貨
物
貨
幣
を
も
包
含
す
る
貨
物
の
價
値
を
效
用
、
換
言
す
れ
铽
、
人
間
0
所
要
钇
滿
足
.す
可
.き 

一
物
品
の
能
力
に
依
存
せ
し
め
た
る
後
、
、之
れ
を
稀
少
性
の
改
修
的
影
響
に
服
せ
し
办
る
o
而
し
て
、
彼
れ
は
稀
少
性
を
宛
-a
し
て
一 

物

品

，の
：，現
#
し
づ
、
あ
る
分
置
と
共
の
使
用
と
め
間
の
關
係
と
做
し
て
ゐ
る
。
使
用
は
管
だ
に
破
壊
の
.■み
で
は
な
く
し
て
、
或
る
人
の
. 

之
れ
を
使
用
す
る
間
、
.
.そ
が
他
の
者
を
滿
足
し
得
ざ
る
膨
の
-
.

「

物
件
の
占
有
で
.
.あ
る<

?

諸
物
件
の
破
壌
及
び
商
業
よ
り
の
撤
虫
は
共
に 

-殘
存
せ
る
も
-{
0
、
價
格
を
引
き
上
げ
_る
こ
と
が
/1
,
,來
る
が
、
而
も
前
者
は
後
者
よ
り
も
l
t然
る
も
の
で
あ
今(ibid., 

V 72-73. )

o

• 

- 

- 

> 

• 

. 

.. 

. 

I 

.

.

. 

•
 

■ 

. 

/ . 

.. 

. 

.

.ガ
リ
ア
一
一
は
炎
い
で

^
意
に
诃
钜
產
し
得
.る
貨
物
と
然
ら
ざ
.る
物
と
の
間
に
區
別
ど
設
け
る
0
.數
暈
に
關
し
て
ニ
種
の
物
件
が
存
す 

る
。：.第
一
■は
大
地
の
適
出
物
及
'び
動
物
の
如
く
、
其
の
數
；

：|

里
が
自
然
に
依
稃
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
は
勞
働
に
依
#
す

，
る

も

の

で

.
あ 

る
。
-第
二
種
の
物
仲
の
數
量
は
穷
働
に
此
例
ず
る
。(ibid., .P.-73-74V) 。

努
働
を
分
析
す
る
に
際
し
て
は
、
考
察
せ
ら
名
可
き
三
岡 

の
要
素
が
存
す
る
ノ
使
用
せ
ら
る
X
-A
々
の
®

1

#さ
...
レ
y
時
間
、
仕
事
の
机
.異
れ
各
品
質
が
是
れ
_で
ぁ
る
0
.
.

)

捆
の
端
物
の
如
く
、

其
の
惙
値
は
其
の
仕
事
を
仕
上
ぐ
る
に
必
要
な
る
時
間
中
使
用
せ
ら
る
\
人
數
0 .
榮
養
に
等
し
い 

一■楚
め
物
件
が
存
す
る
。
費
さ
る
、 

時

間

の

分

析

：に
は
、
休

趙

I

さ
る
4

間並びに休日に時間

t

亦
、寒

す

I

I

必
要
で
t

。一、
人
が
一
ヶ
部 

內
に
三
百
日
勞
作
じ
て
、
一
百
足
の
靴
を
坐
產
す
义
と
し
だ
な
ら
ば
’是
れ
等
の
靴
め
價
値
は
彼
れ
の
-
ヶ
年
間
の
榮
養
に
相
應
す
可
き

、
 

,

-
' 

- 

'

b«
た

.

で
あ
る
。
他
の
人
が
三
百
六
十
日
勞
作
し
，て
ー
百
ニ
"十
足

の

靴
を
生
產
す
石
と
し
た
な
，ら
ぱ
、

'
;彼
れ
は
前
#
よ
り
も
艽
分
の
一
方
安
く

. 

.•
•
• 

. 

• 

• 

V

是
れ
等
の
も
の
を
費
却
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

•
.藍し
、•彼
れ
は
、
前
费
が
興
の

一

百
足
の
靴
よ>
 

受
け
た
る
所
の
も
の
以
上.の
利
#
を
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一
百
一」

十
足
の
靴
よ
り
.受
く
る
の
必
要
を
有
せ
ざ
る
可
'#
が
故
で
あ
る
。

一
定
の
勞
働
は
、
美
-術
に
於
け
る
が
如
ぐ
、
’其
の
性
質
上
、 

不
斷
に
實
施
せ
ら
る
\
こ
と
を
得
ざ
る
も
.の
で
あ
，る
。
長
き
徒
弟
年
期
を
要
し
1
親
達
に
大
な
る
費
用
を
課
す
る
技
術
も
亦
、
よ
t
高 

t t

に
亥
排
は
れ
る
。
斯
く
て
、
松
又
は
胡
桃
は
、
其
の
生
長
遲
々
，た
る
の
•放
を
，
以

つ

て

、

.尚
楊
又
は
楡
よ
り
•も
高
慣
で
あ
る
。
人
間
の 

猶
々
な
る
枝
能
の
擅
値
は
無
坐
物
件
‘

Q

價

格

を

支

配

す

る

と

，同

，一

の

諸

原

理

に

.由
つ

て

玄

配

せ

，
ら
れ
：
る
。

.神
慮
は
'
農
業
の
如
き
、.
.
.
賤
’
 

:必
要
.な
る
技
能
を
最
^
通
の
も
の
た
ら
し
め
た
o
.農
民
等
は
人
間
.の
麵
_
及
び
酒
の
如
き
も
の
，で
：あ
.つ
て
ノ
哲
擧
者
等
は
«
金
屬
0
如

.
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%■
?>
■
の
で
あ
る
。(ibid, 

75-
7
9
.)。 
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•

斯
ぐ
て
ガ
>

ァ11

は
f
 

‘余
は
今
、
'價
値
の
.依
齋
す
る
諸
原
理
，
に
就
い

'

w

千

分
に
說
い
た
、
人

は

今

や

、
，
造
れ
等
の
諸
原
，理
：が
確 

實
、
不
變
、
齊
遍
で
あ
り
、
.且
つ
此
の
世
界
の
，事
物
の
，秩
序
及
び
本
性
に
蕋
礎
を
有
す
る
も
の
で
あ
、つ
て
Y
此
の
世
に
於
い
て
は
、
何 

'物
^
雖
冬
、
岸
斷
忙
し
て
偶
然
な
-^
は
な
.く
、總
べ
、て
は
秧
序」

と
調
^

|
必
然
と
で
あ
不
こ
と
を
知
る
と
。
僙
値
は
區
々
で
は
あ
，る
が
、

:•
;.
.
.
.
.
人
い-:
.
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氣
ま
ぐ
れ
で
は,̂
い
。
其
の
變
化
す
ら
ノ
一

 
の
秧
序
、
二.の
正
確
に
し
て
不
變
な.る
準
則
に
從
ふ
。
菇
れ
等
の
も
の
.は
觀
念
で
あ
る
、 

效
如
價
値
學
說
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の
一
節

 

. 

ニI
I

a
:
I
J
A
5



•
.
:
達

盤

蠢

史

の

.1-

節

：
.

-
1
.

四

'

:

C

5

S

、而

も

、
そ
，が
所
要
及
，び

享
樂
の
上
に
、
；
，
換

言

す

れ

ば

、

人
观

.の
灼
部
組
織
の
上
'に
、
_
礎

を

有

す

る

め

時

、
：

1|
^
の
觀
念
は
本
質
的
に 

,

H

f

•

S
.I
S
I
Pあ
る
。

を
‘

〕

。

而
し
て
；
、
被I
蓝

へ

ぢ

流

行.

(

H

)

は
諸
物
件.の
.使
‘用
に
よ
づ
て
纸
ぜ
し
め 

ら
る
X
尊
礫
を
變
化
せ
し
む
名
に
赴
つ
て
、
其
の
效
用
を
變
化
.、せ
し
む
る
の
結
果
を
爷
す
.る
0 (ibid., 

P
.OO
-
3
-.O
O
5
0
0 メ
デ
ィ
チC

”

ノ 

ィ
ダ
ス
女
神
像(

venere de -
M
e
d
i
a
v

の
如
せ
唯
一
：の
‘物
作

若

し
く
は
獨
击
業
の
塵
物
の
，價

値

ば

無

極

若

し

く

i
無
定
狠
で
は
な
く 

、購
質
者
の
斯
要
及
び
«
望
、
^
び
に
舨
賣
者
の
評
價
に
‘湘
應
す
る
0

05:
?*
タ

3
5‘)

。 

- 

•
• 

•

‘然
し

な

，が

ら

、
、
吾

人

.は
、
價
値
を
以
つ
で
溶
易
杧
決
淀
せ
ら
名
、
も
の
，と
思
惟
す
名
と
占
を
愼
ま
な
け
れ
ば
每
ら
ぬ
。
稀
少
性
及
び 

赝
孩
被
消
費
に
^
-;
#
ん
而
し
て
消
貴

,^
-.
«
値

把
*
つ

，
て.變

化

す

る

が
.故
‘に
、
價
値

^̂

驗

的

に

決

定

',
せ

ら

る

乂
と
と
、を
得
な
いo

問 

題
は」

一
っ
o
未
知
量
を
包
含
し
、
斯
X
て
又
、
未
決
で
あ
'る
。
'

(ibid., 

P
.-6
6
S
6
0。、價
格
は
消
費
^
影
響
す
名
。
各
消
®
者
は
諸
物 

件
を
取
厚
る
が
爲
め
に
費
す
不
便
及
び
勞
苦
に
從
？

是
れ
等
f

の
を
願
望
す
名
。
不
便
に
し
一
て
，
犬

，

な
ら
ん
か
、
■彼
れ
は
寧
ろ
访 

ら
に
價
値
少
な
き
物
件
を
使
用
せ
ん
|

^
欲
す
る
。
其
れ
自
體
稀
少
性
に
よ
0.
て
烫
配
せ
ら
：る
、
價
格
に
よ
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瘦
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者
た
る
ト
ス
力
チ
'

Q

•政
治
家
ネ
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:
N
e
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)

•は
、
有
用
性
を
以
つ
て
、
あ
ら
ゆ
る
偵
値
の
戡
磯
と
做
す
と
同
時
に
、
總
べ
'て
の 

f

が
有
用
性
に
此
例
せ
ざ
る
.の
事
實
を
認
め
て
ノ
價
値
決
定
上
に
於
け
ぃ
る
趴
貨
の
#
/>
#
24
び
丼
の
取
得
の
困
雛
を
强
調
し
た
。
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千
七
百
六
十
五
年
初
版
、
同
六
‘十
八
年
ょ
り
七
十
年
に
亙.っ
て
兩
卷
太
り
成
る
洱
版
刊
行

)

に
.於
い
て
、prezzo, 
1
0
. 

stima,. valuFvalpre

等
の
如
き
無
券
：別
に
使
用
せ
ら
る

 

>言
辭
が
相
對
的
の.も
の
で
あ
っ
て
、.絕
對
的
0
言
辦
に
非
ざ
る
こ
と
、
並'
 

び
.に
‘造
れ
等
の
諸
語.が
內
在
的
品
質
に
適
用
せ
ら
る
Xも
の
.に
非
ざ
，を
こ
と
を
朋
確
に
指
摘
し
た
0
貨
齡
'は
尺
度
た
る
の
觀
を
與•へ
、
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又
、
敁
も
之
れ
に
近
き
も
の
•で
は
あ
“々
が
、
啻
だ
に
物
件
.の
み
な
ら
ず
、
其
0
價
格
が
歸
せ
し
め
ら
る
，\
究
竟
，の
尺
度
は
人
肋
典
ハ
-# 

で
.あ
る
。
人
問
の
#
せ
ざ
る
所
に
於
“
て
は
、
何
物
七
雖
も
價
値
を
有
す
る
こ
と
が
な
い
。
而
し
て
、
人
間
の
撒
少
な
る
所
に
於
い
て
. 

低
廉
な
る
價
枋
を
有
す
る
物
件
と
同
一
の
も
の
が
"
多
數
.の
：人
民
の
布
ず
る
所
に
於
い
て
は
極
め
て
高
價
を
有
す
る
の
で
あ
る
0
而 

し
て
、
.物
及
び
勤
務
が
遠
隔
な
る
服
方
ょ
り
も
首
府
に
於
い
て
遙
か
に
高
き
價
犄
を
有
す
る
所
以
0'
-?
>
の
は
玆
に
存
す
る
へ
而
も
、
人 

々
.は
、
彼
れ
等
が
物
浩
し
く
は
勤
務
を
欲
望
す
各
こ
^
な
く
し
て
は
、
.之
れ
に
價
値
を
與
ふ
る
も
の
で
は
な
い
。
楚
に
於
い
て
乎
、
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人
の
欲
望
は
萬
物
の
價
値
の
第
一
极1

兀
で
あ
っ
て
：；，價
格
は
菩
人
の
欲
望
を
滿
足
せ
し
む
る
力
で
あ
る
。
人
間
の
欲
望
'は
三
種
ょ
b
成
. 

る
。
純
然
た
る
必
要
の
其
れ
、
快
樂
の
其
れ
、
並
び
に
奢
修
の
.典
れ
'で
あ
る
o
,何
物
と
雖
も
、
菇
れ
等
0
欲
望
に
關
す
る
外
は
價
値
を 

有
す
る
こ
七
が
な
い
。
而
し
て
、
諸
物
の
價
値
は
吾
人
の
欲
望
を
滿
足
す
る
興
の
力
に
比
例
す
る
6
即
ち
、
ジH

1
ノ
ー
ヴ
H
1シ
ィ
•

•
は
種
々
な
'

I
類
の
柚
象
的
馨
性
に
從
'0
て
、
-需
|

和
異
れ
る
.度
位
を
區
別
し
、
而
し
て
單
に
少
數Q

欲
望
を
蹵
す
る
に
過
ぎ

. 

咨
る

-?
)
の
、
浩
し
く
は
單
に
時
々
之
れ
を
滿
足
す
る
に
過
■，ぎ
ざ
^
も
の
ょ
‘り
も
、
繰
返
し
繰
返
し一

個
の
，欲
望
を
滿
足
せ
し
む
る
物
牛 

が
高
き
傾
値
を
有
す
る
o
.彼
れ
：̂

な
る
欲
望
を
滿
足
せ
.し
め
傅
、る
も
^
は
、
小

&-
る
欲
建
を
撕
延
せ
し
め
#
る
も
；の
ょ
り
.も
大
な
石 

.價
値
あ
る
こ
と
を
主
張
し
だ
，。
而
1
、
彼
れ
は
何
故
に
奢
僇
品
が
概
し
て
必
要
品
ょ
七
も
多
く
を
費
さ
し
む
る
か
の
間
題
に
逢
着
す
る 

に
！̂
つ
て
*
稀
少
性
の
»-
理
に
依
ら
，な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
？
而
し
，て
、
彼
れ
は
這
般
0.
意
見
を
如
货
し
て
上
述
0
所

. 

、論
と
調
和
.せ
し
む
可
き
か
を
知
ら
な
加
つ
^
の
で
あ
る
。
即
ち
、
«
れ
ほ
價
格
が
常
に
供
給
及
び
需
耍
に
ょ
つ
て
決
定
せ
ら
る
、
所
以 

、を
明
か
に
'せ
4
後
、p

結
し
て
言
ふ
、
2)

人
々
办
欲
望
は
あ
ら
ゆ
る
物
及
び
總
ペ
て
'の
努
働
の
.價
恼
の
第
一
根
一
兀
で

t

、(

ニ)

穀 

物
、
•油
等
の
如
き
同
一物

#:

の
價
格
は
常
に
欲
求
及
び
：：11
0質
に
疋
此
し
、
供
給
に
反
比
す
るAJ 。

而
し
•て
後

ゝ

彼

れ

：

^

値

を

.
以

つ

て

需
要
の
子
で
あ
る
と
稱X
て
ゐ
る
。(

i
b
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u
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1772

‘を
箸
せ
る
®
農
學
派
.の
流
れ
を
汲
め
ゐ
パ
オ
レ
ッ
チ
^
な
&
目

泛

^
。
ぼ
氐〕

も

亦

-«
用
の
要
素^
全
然
排
除
し
、
債
値
を
以
つ.で全
:<
.效
用
.に
，
ょ
つ
て
变
配
、
せ

.ら
る
人
'も
.の
._と
し
て
表
明
せ
名
論
容
た
る
の
觀
あ 

.る
も
の
^
あ
つ
て
、

「

物
は
ス
間
の.欲
望
に
ょ
つ'て
價
値
を
保
持
す
名
？
、撕
ぐ
ヤ
、
商
品
.の
價
値
若
し
ぐ.は
價
値
の’增
加
は
、H

業

的

勞.

働Q

作
用
で
.は
な
く
し
て
、
，勞
働
蕃
の
出
费
の
結
搌
で
あ
る
レ
と
說
い
て
た
の
で
あ
る
が
、
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重
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主
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的
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場
ょ
り
し
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の
不
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を

_
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に
 

當
り
、
或
る
新
エ.場
手
工
業
が
出
現
す
る
と
洪
に
、
そ‘
共
‘の
國
’の
內
外
1
延

長

し

、
ノ

直

ち

，
に

他

の
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エ

業

經

^
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&
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價
格
を
办
の
公
芷
反
る
水
平
に
壓
し
下
げ
る
、
而
し
て
這
般
の
水
牮
社
原
料
の
債
他
及
び
熒
働
者
の
坐
存
毀
に
：

5

っ
て
決
定
也
ら
る
、 

と
稱
し
て
屑
つ
た 

o 
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C

本

講

義

は

、
一

，千

七

亩

六

十

八

，年

*
#■
太
利
迎
に
開
か
れ
た
^

f

の
經
濟
學
講
座
、
即
ち
襖
太
利
政
府
に
よ
っ
て
彼
れ
の
爲
め
に
5
フ 

.ノ
忙
設
け
.ち
れ
た
經
濟
學
講
座
を
檐
任
せ
る
‘彼
れ
が
同
六
十
九
年
よ
•り
七
十
年
に
亙
づ
て
起
萆
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
第1

講
を
除
い 

V
.

は
一
.千
八
百
〇
四
年
<に
茧
る
迄
は
出
版
せ
ら
る
、
こ
と
が
な
か
.っ
.た〕

_に
於
い
て
、

一
財
货
の
交
換
價
値
を
以
つ
て
、
需
耍
に
芷
比 

•■

し
、
財
貨
の
高
に
'反
此
し
て
、
增
減
す
る
も
.の
と
說
き
、
瘙
般
の
ー
‘般
法
則
に
よ
つ
て
自
然
物
の
價
値
を
說
明
ず
る
も
、
而
も
、
ガ
リ 

’
ア
户

と

_
し

.<
、

一
 
財
貨
，の
组
產
及
び
準
備
が
、
人
間
0

,勞
働
に
；負
ふ
限
-1
)
'
に
於
い
て
は
^
價
値
が
這
般
.の
勞
働
の
高
、
即
ち
必
要
办 

名
勞
働
暌
間
及
び
勞
働
者
の
擻
に
‘よ
っ
て
決
定
せ
ら
る
く
も
の
と
觀
た
。
而
し
て
、、
兩
個
：の
割
合
は
、：勞
働
時
間
中
に
消
費
せ
ら
る
X
. 

坐
活
資
料
の
確
定
に
よ
っ
て
.単
一
の
も
の
.に
分
解
せ
ら
れ
る
？ (ibid.—

—sattori Classici, o
p
.

p.
rPart

ゅ
g
o
d
e
m
r
H
O
B
O
, 

x
v
p
.

 344 ffoo

尙
ほ
芝
れ
と
同
様
.の
見
解
を
有
す
る
^
の
に

、

ト

ス
，カ
>
,の
大
公
、後
の
'神
聖
羅
馬
皇
帝
レ
.オ
ポ
ル
ド
ォ

(Leopolds 

の
治
下
に
於
い
て
重
要
な
：る
地
位
.を
占
め
て
居
つ
た
フ
プ
.ブ
ブ
.ロ
\
’ン.ー1(

0
5*
づ
§
2.
^
げ
ぼ
0
2.〕

が
あ
つ
た
。

工
業
の
坐
產
性
を
虫
！
S
Uて
、
重
農
學
派
に
反
抗
せ
る
ベ
リ(pietllo verri 〕

は
-
價
値
を
以
っ
•て
、
人
々
が
或
.•る^
！
:に
就
.い
て 

行
ふ
•估
料
を
表
示
す
る
言
僻
な
り
と
做
し
、
欲
望
及
び
稀
少
性
を
以
つ
て
價
値
の
動
因
と
觀
た
。
第一

の
動
因
の
强
度
は
f

よ
く
買 

手
.の
數
に
於
，い
て
推
知
せ
ら
れ
る
。
財
貨
の
输
少
性
に
關
し
て
は
在
荷
の
絕
對
量
を
意
味
す
る
.に
非
ず
し
，て
、
事
實
、
交
換
に
提
供
せ

ら

る
可

き

高

の
>

に
就
い
て
云
.ふ
の
で
あ
る

0彼
れ
は
あ
ら
ゆ
名
«

辂
の
、變
化
が
供
^

及
び
需
要
の
變
化
ょ
り
.發
す
る
こ
と
を
閛
明
し
、 

價

楮

の

夥

動

は

買

手

の

數

に

JE
比

し

、

貧

手

の

其

れ

に

反

比

を

爲

し

，て

起

る

名

，の

：で

あ

る

と

稱

し

て

ゐ
る
。
而
.し
て
、
彼

れ

は「

欲

望」
• 
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を

以

つ

て

、

或

る

財

貨

，に

對

す

る

願

望

と

.同
一
視
す
可
含
>

«>
;
.に
非
ず
し
_
.て
^
.寧

ろ

、

人
が
其
の
.所
望
す
_る

貨

物

に

對

1
、
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彼

れ

が

之

れ

に

代

へ

て

交

付

せ

ん

と

，す
る
も
の
に
優
り
て
與

へ

ん

と

す

る

選

擇(
l
a

 

p
r
e
f
e
x
;
e
n
z
a
,

 

F
e
c
c
e
s
s
o

 

d
e
i
u
a
.
s
t
i

日a
)

で
あ
る
と 

稱

し

た

。

さ
れ
ば
、
.
一
貨
物
の
取
得
に
對
す
る
願
望
が
、
恰

も

貨

幣
.の
之
.れ

に
相

當

す

る

高

を

保

持

せ

：ん

と

す

る

希

望

と

同
.1-
の
强
度 

を
有
す

る
と

し
た
な

ら
ば
'、
■是

れ

等

の

兩

願

望

は

互

，に
相
殺
し
、
；貨

幣

の

所

有

者

は

、
斯

く

の

如
t -
-
場
合
に
は
、

概

し

て

何

等

の

中

出 

を

も

行

ふ

こ

と

な

か

る

可

き

で

あ

る

。
是

.に
於
い
て
平
、
交

換

は

兩

交

易

對

象

が

興

の

評

價

を

興

に

し

、，
自
己
の
所
有
す

る

も

の

ょ

り 

-

も

、•
'要

求

せ

ら

る

、
所

の

も

の

が

高

く

評

僧

せ
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あ
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彼
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示
唆
を
與
ふ
る
こ
と
が
多
が
つ
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と

言

は
れ
て

ゐ
る
が
、
而
も
共
の
價
値
理
論
に
於
い
て
は
塔
ら
|0
©

法
則
を
需
^

#
給
原
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に
歸
せ
し
？

に
努
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、

自
然
價
値
I

に
到
達
す
t

と
が
茗
つ
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で
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然
名
に
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十
八
世
紀
に
於
け
る
ヴ
ェ
.ネ
，チ

ブ

經

濟

學

者

中

祀

在

つ

.て
最
克
車
越
せ
る
も
の
^
稱
せ
ち
れ
て
ゐ
る
オ
.ル
テ
ス(

2
设
日
丨 
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0
2
^
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.は
折
衷
的
^
立
揚
を
採
气
初
め
‘需
要
及
び
供
給
よ
0
價
値
を
推
論
し
、
#
の
作
用
を
錄
術
的
法
办
に
ょ
-0
て
說
明
せ
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値
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財
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は

精

確
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に

共

の

國

民

.の
總
欲
望
に
相
應
ず
名
も
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思
惟
せ
ち
る
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做
す
の
胲
態
を
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つ
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泠
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あ
冬
。
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總
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常
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或
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の
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に
よ
つ
て
，伴
は
れ
义
と
宕
ふ
結
論
を
.组
ず
'る
.の
で
あ
る
。
或
る
财
货
が
.無
限

に

，大

な

る

分

»
に
於
>
て

存
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す
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る
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之
れ
に
反
し
て
、
一
財
貨
が
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無
限
に
.稀
少
な
る
-こ
と
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の
愛
及
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之
れ
に
類
す
る
も
の
X
如
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あ
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な
ら
ば
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値
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又
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あ
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又
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妙
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彼
れ>

!
從

へ
.ば
-
貨
幣
は
犁
に
富
.'の
記
號
に
過
ぎ
ぎ
る
も
の
，で
あ
つ
七
：
斷
じ
て
富
典
€
遨 

で
あ
る
と
考
へ
レ
れ
て
は
な
ら
な
；

S
。

貨
幣
を
富
と
.思
ひ
.違
•へ
る
奢
の
誤
謬
は
或
る
物
の
等
價
物
と
共
の
物
其
れ
自
體
の
混
同
、
' 若

し
 

.く

は

、
同一

物

で

な

い

に

拘

，ら

ず

、

同

一

物

と

考

へ

‘ち
る

、
兩.等
價
物
.の
混
同
か
ら
生
ず
る
。(ibid., 
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0 0

0
0彼
れ
は
經
濟
紙
則
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'自
然
法
則
と
等
し
く
不
變
の
も
の
士
看
做
し
-、
斯
く
て
單
に
'特
殊
，の
.利
益
よ
り
I
て
經
濟
學
を
見
ん
と
す
る
其
の
時
代
の
一
般
的
見
解

に
，對
峙
し
た
の
で
您
名
。
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斯
く
の
如
く
、
‘，第
十
八
世
紀
の
伊
太
利
蓝
に
於
‘い
て
'は
、
■主
と
し
て
貨
幣
理
論
の
分
祈
と
關
聯
レ
て
、
價
値
理
論
(D
論
述
行
：は
れ
、

單
に
價
値
を
以
、つ
て
需
要
供
給
に
由
つ
て
支
配
せ
ら
る
、
も
の
と
觀
る
者
と
、
§1
ら
に
進
ん
で
自
然
價
値
<0
概
念
‘に
判
達
せ
ん
と
せ
る
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者
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、
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壹
强
調
せ
る
多
數
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學
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を
出
し
た
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で
あ
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、
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が
て
彼
れ
等
の
或
る
著
は
共
の
彤
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湖
四
經

濟
.
蓉
.の
上
に
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ぼ
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。
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く
公
使
ど
爲
つ
た
。
齓
れ
は
巴
驵
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つ
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じ
て
作
用
し
つ
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あ
る
_條
件
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と

し

て

、
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學
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主
觀
的
に
價
値
貧
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明
し
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憤
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濟
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濰
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あ
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せ
る
も
の
と
し
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"
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個
の
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換
を
考
察
す
る
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に
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せ
ら
る
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相
互
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す
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望
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じ
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望
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に
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せ
ぎ
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れ
.は
時
價(la 

v

f.Hccnxante)

が
商
品
.の
交
換
に
|
し
て
如
何
に
し
て
觉
ま
.る
か
に
就
い
て
述
べ
る
：。
•斯
く
の
如
き
は
双
ガ
に
於：

.

け

る

需

要

者

の

競

雷

.由
f

の
.で
^

つ
て
、
.給

局

、.1

貨
物
の
，齋

手

全

體

の

欲

望

及

び

能

力

と

、
之

れ

に

對

-L
て
交
換
せ
I

可
き 

.

.
他
の
貨
物
の
寶
手
全
‘體

の

共

れ

と

の

均
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に
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，つ

て

決

定

せ

ら

，れ

，る
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•な
る
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要
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中
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は
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ら
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貝
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び
寶
手
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で
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に
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各
々
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品

は
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を
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ゆ

る
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も

の

、
價
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を

比
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す
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が
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め
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共
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对
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浩
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而
も
、
あ

ら

ゆ

る

商

品

は

斯

ズ

の

加

く

本

質

的
-に

他

の

一

切

の

物

を

代

表

し

、

典

の

價

値

を

表

示

す

る
が
爲

め

の

共
通
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と
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て
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又
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の
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に
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質
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得
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自
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つ
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品
質
上
大
力
る
相
違
を
容
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、
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と
な
く
、
主
と
し
て
數
量
に
關
し
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價
値
を
莩
る
も
の
が
、
.
.
慣
習
上
、
當
故
比
較
の
狎
量
と
し
て
/

選

擇

せ

ら
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つ
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の
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る
0 (

i
b
i
d
.
,

 

§ XXXV
;
,
p. 

5
5
.
5
0
0

.

/

、
■

. 
'

: 

-

'

<
, 

r

.
■次
.い
で

、
.
チA
ル
ゴ
オ
は
一

千
七
百
六
十
七

部
三

月j

一
十
五
日
附
デ
ー
ヴ
ィ

ダ
ド

*
ヒ

A
.
1ム
苑
喾
翰
に
於
い
て
、
勞
働
の
報
酬
が 

供
給
及
び
需
要
亂
の
關
係
に
據
'つ
て

決

定

せ

ら

る

述

べ

、
而
'b
て
、
震
の
原
理
が
商
取
引
に
於
い
'て
價
値
を
有
す
る
物
件
の 

總
べ
て
の
«
栳

を

決

定

せ

る

>
の

と

做

し

た

タ

而

も

、

斯
く
の
如
く
、
供
給
及
び
需
要
の
關
係
に
據
つ
て
設

卑

せ

ら
る
、
も

の

は「

_

價J cpr
〗x. courano

で
あ
^
て
、
物
質
財
及
び
勞
働
は
他
の
價
格
、
即
ち「

兹
本
價
格J

(
u
x

 fcndamental)

を
有
す
る
。
チ
ュ
ル
ゴ 

オ
は
基
木
價
栳
な
名
名
辭
に
ょ
'っ
て
"
價
格
淞
し
く
は
賃
銀
が
其
れ
以
下
に
阵
る
こ
と
を
得
ち
る
服
#
を
意
味
す
る
。
商
品
に
取
つ
て 

■は
*
這
般
.の
水
準
は
坐
糜
费
杧
山
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
。

一
度
.び
這
脸
の
價
格
，に
し
て
到
達
せ
ら
れ
ん
か
、
當
該
貨
物
を
製
造
し
若
し

.、 

圓
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. 

•
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:
•
>
. 

_ 

: 

f

?<
:

は
耕
作
す
る
こ
と
は
最
早
有
利
な
ら
ざ
る
に
.‘至
る
同
様
に
、
勞
働
の
驻
本
價
桮
は
蕋
れ
以
下
に
て
は
如
何
教
る
人
問
も
努
作
す
る 

こ
と
を
欲
せ
ざ
る
货
銀
•で
あ
る
。
一
度
び
這
般
の
7X
準
に
し
て
到
達
せ
ら
れ
ん
か
、
工
匠
蒞
し
く
は
農
業上

の
：：：

稼
人
は
他
の
市
場
に
於 

■

い
て
其
の
熟
練
を
寶
ら
ん
が
爲
め
*に
移
住
す
-る
か
、
若
し
ぐ
は
敎
區
の
負
擔
た
る
に
审
¥
可
き
で
あ
る
。(CEUVres d* Turgot, op. 
•

o

f 
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O
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.
纏
ガ
て
チ
ュ
ル
ゴ
ォ
は
又
、
、重
農
學
派
の
純
收
益
論
及
び
單一:

課
税
論
に
對
す
る
堅
實
な
る
反
對
者
で
•あ
っ
た
.ナ
ン
ト
の
收
税
官

.
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年
に
^
名
を
以
つ
て
公
に
せ
^Mssai.Analytique sur la Richesse et 

S
U.HFI

m
p

o>t, 

o
^
, 

Von Tmfute la nouvelle doctrine

メ 

 ̂

t 

it

か ponomi

foue; jjui 

 ̂f§
mi 

炚

^

Soci6t6

H

o

y

ô>

p-
p*
叫
».
&
r+
㈡ 

2
r
rt
»
art
>
/
L
i 
日 

ooq
e
s
;

les principes 

programme 

a
■ 

- 

. 

 ̂

^

p
&嵌

sur l

orffet des 

i
m
w
d
t
s

甘directs 
ノ
を
熱
睛
し
で
r
是
れ
に
Fl
l

-O
てt t

さ
る
、
所
が
多
か
つ
た
。
グ
ラ
ス
ラ
ン
は
本
書
中
'に
：
 

於
い
で
？
第
一
に
、
±-
地
の
收
益
は
、
'
.侗
等
'の
純

收

益

も

存

せ

ざ

る

，
恃

> 
即
ち
耕
作
費
が
興
か
收
益
心
價
値
に
等
し
き
時
に
於
い
て
す 

ら
富
で
あ
る
こ
.と
、

第

二

に

、
，
土
，地

に

ょ

.っ
て
生
産
せ
ら
れ
た
原
料
品
を
.使
用
す
る
勤
努
は
土
地
の
.坐
產
力
に
於
げ
る
と
等
し
く
眞
に
.

数
：用
憤
値
擧
說
史
の
ニ
怖

- 

- 

二

五

(

ー
ご
九
七

)



软
用
俱
値'學
說
史
の• 

I

節 

ー

ブ

六

、
一ニ
^

\

ノ 

、
-»
で

あ

る

こ

と

を

立

證

せ

ん

、
こ

-と
を
企
圖
し
た
ズ
§
<
1
"
,

P
.
11 、)

o
、彼
れ
日
く
、
凡
そ
如
何
な
■る
場
合
に
於
い
て
も
、
»
货
を
坐
ぜ
_ 

•し
む
る
も
0
.は
唐
だ
に
自
然
«>
み
で
は
な
く
し
て
、
次
、
人
間
の
勢
働
で
あ
る
と
o .(ibid, p.,1

4

«i
o
。

然
も
^

、̂

劣

等

地±.
に 

-

於
い
て
收
#
せ
ら
れ
た
小
麥
の一

定
量
は
、
廣
等
地
i
り
考
た
同
一
品
‘質
の
小
麥
の
同j

量
に
.比
し

、
，
縱

令

ひ

、

前

者

の

组

產

.が

寒 

者
の
#
、れ
ょ
り
も
著
し
く
大
な
る
，費
用
を
投
ぜ
し
む
る
場
合
多
か
る
可
き
に
枸
ら
ず
、
更
ら
に
大
な
る
價
値
ST
-有
す
る
こ
と
な
き
は
刃 

;A
>
な

，
る

所

，
で

あ

る

。

而

■しH
、

{女
直
な
る
機
械
仕
^
の
援
助
に
依
つ
て
加
：

H

贫
ら
，.る
.、
材
料
と
、
.
‘手
仕
’第
に
通
つ
て
加
工
せ
ら
る
X
其 

,

れ
と
の
(}
1
1に
も
亦
、
事
實
上
"
價
他
の
相
違
が
存
す
洛
。
'斯

..
<
の
如
き
難
件
は
如
何
に
し
て
解
釋
せ
ら
^
可
き
で
あ
る
か
。
•グ
ラ
ス
ラ 

ン
は
、
，遇
體
的
努
働
蒞
し
く
は
赀
卯
に
代
へ
ズ
、
平
均
的
に
必
耍
な
芯
勞
働
.*し
く
，は
費
用
の
投
.A
の
.觀
念
を
以
つ
て
之
れ
を
解
決
せ
’ 

ん
と
す
：る
こ
ど
な
く
、
却
つ
て
之
れ
を
欲
望
に
委
ね
る
,0
-價
値
の
®
性
は
物
の
本
質
に
對
し
.て
無
關
係
な
る
も
の
で
あ
るo

典
の
稂
原 

は
人
間
中
.に
存
す
.る
。
そ
ほ
人
間
の
欲
望
と
共
に
增
減
し
、
又
-
.是
れ
と
共
に
消
域
す
る
。(ibia.,. p. 

5L)
o

 

.

斯
く
の
如
.
1は
* 

.
何
等
の
比
較
を
も
想
定
す
る
こ
と
な
，く
し
て
、
'欲
望
が
#
.の
.目
的
物
と
一
定
關
.係
に
於
い
て
存
す
る
と
共
に
坐
ず
、

.

.

.

.
 

.

.

.

. 

.
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一
：

.

.
- • 

. • 

. 

. 

- 

.---、

：

 

. • . 

.
：
/
 

• 

•

.

-

.

.

'?
>
tf*
價
値(

v

&

s、a
b;a
u
e

)

で
あ
る
。
ニ
侗
の
價
値
の
存
す
る
場
仓
、
即
.ち
相
對
價
値(yalsr raative)

は

如

何

.に

し

て

起

る 

か

.0

富
は
欲
望
の
目
的
物
の
一
切
ょ
o
成
る
^
の
で
あ
り
、
欲
望
の
目
的
物
は
、
，欲
望
の
度
位
と
稀
少
性
の
度
位
の
複
比
例
に
於
い
て 

祁
獎
的
價
似
を
有
す
る
。
愛
に
、
グ
ラ
ス
••
_フ
ン
欲
望
の
概
念
を
最
廣
義
に
猶
釋
し
、楚
れ
te
rl
l
つ
て
、必
要
、豸
w

*

®
fl
j
<
oひ
of
q
&
c、
 

及
び
快
樂(

r
a
u
l
a
c

等
を
慮
味
せ
.ん
と
す
るo (

I
コ

ゃ

K
0
O多
く
の
ん
は
、
自
微
的
欲
望(bes

,oins n
l
r
e
l
s
)

と
人
^

的
欲 

望(
b
e
s

.sns factlces)

と
を
區
別
し
、
.而
し
て
、
財
貨
の
價
«
を
考
察
す
る
に
當
っ
て

.は
、
唯
り
前
者
の
み
を
欺
認
せ
.ん
と
す
る
。
然

€
致
が
ら
，
人
間
の
願
望
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
は
、
共
0
結

粜

に

對

，
す

る

願

處

に

ょ

つ

て

の

，
み

經

濟

坐

活

の

考

察

に

取

つ

て

問

題

.と

成

る

の
で
あ
る
。
而

.L
て
這
般
の
結
果
は
恰
も
欲
望
せ
ら
■れ
た
目
的
物
の
交
換
價
値(valeux V6nale)

に
外
な
ら
ざ
る
も
の
ヤ
あ
る
a而
も
、

. 

* 

, 

i 

/ 

f
 

/
r 

- 

; 

/ 

/
. 

;

.斯V

の
如
き
結
娛
は
ハ
欲
望
.が
自
然
的

と

稱

せ

，
ら

る

、

士
#

,と
に
#]
ら
'ず

•
>
•
實

際
上

常

.
に同
様
で
あ
る
。
.人
は
.放
て

.、欲
望
な
る
語
を

' 

, 

. 

. 

, 

,

: 

•

.斯
く
の
如
く
限
觉
せ
士
れ
，た
方
法
に
使
用
.せ
名
が
故
に
.、
彼
れ
は
價
俯i

f

に
射
し
て
も
亦
.、
あ
ら
ゆ
名
種
類Q

.

物
欲
に
共
通
す
る
他
の 

 ̂

' 

■
. 

, 

,

. 

表
明
法
を
求
.め
な
け
れ
ば
な
ら
允
か
つ
た
の
で
あ
る
。(ibid., p. 

35‘ remarq

哀)

o
グ
ラ
ス
•ラ
ン
は
、
-財
貨
に
交
換
.價
値
を
賦
與
す

必
欲
望
中
に
純
然
た
る
氣
分
を
も
包
括
し
て
居
る
が
、
而
.も
、.
人
問
の
^
望
に
對
す
る
彼
れ
の
意
見
は
；-
1'個
人
蒞
し
く
は
単
に
極
め 

て
少
數
の
人
間
の
希
望
の
み
に
關
す
る
ど
と
办
な
い
、範
圍
に
於
い
て
.の
み
考
察
せ
ら
る
\
こ
と
1
彼
れ
は
言
明
し
て
ゐ
る
。(ibid., 
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,

彼
れ
に
從
ヘ
ば
、
第
一
に
知
ら
れ
ざ
る
.欲
望
.は
概
し
，て
問
題
と
爲
る
こ
と
が
な
如
。
第
二
に
.、
其
ひ
欲
望
の
對
象
た
る
物
件
を
其
の
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悄

費

に

適

す

る

數

量

に

於

い

て

所

冇

す

る

人
^

、
恰

も

彼

れ

が

富

み

得

る

限

0
富

め

19も

0 .
で
あ
つ
て
、
’
斯

く

て

又

、
.吏
ら
に
多
く
の 

歆

望

を

識

り

同

じ

く

又

是

れ

等

寅

ら

に
.多

數

.の
欲
望
の
對
象
物
件
を
所
有
す
.る

自

餘

，の

人

と

恰

も

等

し

ぐ

富

め

.る
も
の
•で
あ
る
。

人

間

. 

の

富

の

總

量

は

不
變

な
る

總
價

、値

を

有

す

る
o
'

(
i
b
i
d

ミP
.

 

3
2

 

^
.0

0
人
；
間

の

性

質

が

變

ぜ
.ざ
'る
間
は
、
相

瓦

に

相

等

し

き

各

個

の

財 

貨

の

種

類

は

常

に

同

一

な

る

總

價

値

を

表

承

す
'る
？

人

間

の

性

質

が

變

化

し

て

、
其

の

欲

望

が

變

化

す

る

に

至

つ

た

と

し

た

な

ら

ば

、

是

れ

に

出

つ

て

財

貨

の

，種

類

の

價

値

に

之

れ

に

.相

應

す

石

推

後

を

奪

起

す

る

0
あ

ら

ゆ

る

財

貨

わ

總

價

値

が

一

千

で

あ

る

と

假

定

す

る

。

て
 

- 

ノ
 

，

■■
;

*

 

* 

- 

•

そ
は
'
定

の

欲

望

の

度

盛

，に
從
っ
，て
、

四
百
、

H
百
、
ニ
茛
、
.ー
百
の
割
合
に
於
い
て
、
全
體
で
四
種
類
の
財
貨
に
分
配
せ
ら
れ
る
0.

效
用
價
値
學
說
史
の
rr
節

.

. 

ニ

七

2
ニ
九
九
：

>
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■'奴
用
價
値
學
說
班
£
 
節
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(

一
3
0
.
0

)

.
'

:今
•
從
來
..の”標
韻
の
欲
.望
に
，加

会

H.、'

新
s

'
る
.六
®

る
と
す
る
。
而
も
、
、全
財
貨
S

價
値
は
綴
と
し
て一

千
で
ぁ
气
，斯
く
て
舊S!

襲

€
識

對

象i

务
個
の
減
M
は
、
胤
へ
ば
邦

れ
其
れ
八
十
、
六
'
^
:
1
十
，
.一
一
十
、
合
針
エ
百
と
爲
’

锲
値
の
.合
許
即
ち
富
0
總
高
は
、
4
.香

1
|十
、/
ニ
百
四
十
、

一.
.百
六
十
、…

八

-f
,
,'B
ち
'
.納

體

北

於

い

：
て
，
八
；
百

に

降

り

'、
' 幾

餘Q
1.1

百

は

、
丄
ハ
，十
、

西

十

五

、

-四
十

、,三
十
、
，十
五
、'
:十
i
会

ふ

や

ぅ

：

に
"
-

新
た
"

に
坐
じ
た
欲
望
の
對
燊
た
石
他
の
種
類
の
肘
貨
に
對
し
て
分
配
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
？
ー
 

種
の
財
貨
の
各
郜
分
的
鳘
の
價
値
は
、

‘一:ヵ
に
於
い
て
は
，
共
^
種
類
の
^
貨
の
總
價
値
、
.即
ち
正
常
|

人
間
の
抽
象
的
欲
望
に
侬
存
し
、
他
方
に
於
い
て
は
又
、
邦
i

 

.

iF
E

體k

婆
す
る
•當
該
部
分
の
大
小
、
1
ち
稀
少
性
に
飲
#
す
る
。
例
へ
ば
' 
小
麥

CD
-激
量
が
ニ
倍
と
爲
つ
た
な
ら
ば
、

r'
M

s

價

値

は

是
れ
に
Ef
J
つ
て
、
其
の
曩
き
に
贫
し
た
る
徵
値
の
，半
ば
に
減
少
す
るO

之
れ
に
双
匕
て
、
總
量
が
減
少
す
る
な
ら
ば
、

一
矩

量
は
之
れ
に
應
じ
て
-.
®
値
を
高
め
る
。
而
も
、
.稀
少
性
の
^

g

せ
相
對
的
で
^
つ
て
、
/常
に
消
費
者
の
，齪
に
•傲
#
す
る
0.(ibidv 

P*

2
5
.
) 

.fc
幣
の
慣
値
に
關
し
.て
は
共
の
內
在
的
價
fl
^

^

s

ps-
fr
J
o
s
l
q
l
l
e

〕

は
、
そ
が
^-
幣
た
^
其
灯
特
性
に
於
い
て
有
す
る
^
逾

と

共

同

な

る

何

物

を

も

有

す

る

，こ

4
が
な
い
0
然
し
な
が
ら
、
貨
幣
と
し
て
の
與
の
價
値
に
關
し
て
は
、
共
の
總
憤
値
は
其
の
代
表
す

.る
財
貨(

良

ち

疋
.あ
に
循
環
し
づ
、
ぁ
る
總
べ
て
0
對
象
0
總

價

値

と

^

^

同

ー

な

る

可

き

?>
.の
で
ぁ
苓
ッ
而
.も
、
其
の
總
價
也
が

不
變
で
ぁ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
貨
幣
の
北
£ -
も
亦
"
不
、變

で

な

け

れ

ぱ

な

ら

ぬ

。
從

つ

て

、
貨

幣

の

饕

ヵ

は

單

に

典

の

1 -
瓜
に
ょ
つ
て

騰
落
す
石
。(ibid., 

p. 
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ル
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は
此
の
グ
ラ
ス
ラ
ン
の
著
が
現
れ
て
後
、
，
幾
許
な
ち
ず
し
.て
起
草
.せ
ら
れ
た
其
の
.未
定
稿Valeurs. et M

o
g
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i
e
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於
い
て
、
債
値
現
象
を
單
純
な
る
心
理
的
構
成
事
實
の
上
に
遡
ら
し
め
ぐ
原
-因
的
ハ
_
生
的
に
之
れ
を
®
察
せ
ん
と
し
た
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の
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成
論
文
は1

千
七
百
六
十
九
印
'の
交
に
起
稿
せ
ら
れ
た
も
の
，と
看
做
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
而
も
之
れ
に
は
聊
か
疑
間
な
，き
を
得
な
い)
。
'

:

彼
れ
は
本
論
文
中
.に
於
い
て
先
づ「

價
値」

Avaieur)

の
.語
源
に
就
い
て
述
ン
へ
る
。
拉
丁
語
に
，於
け
るvalere

か
ら
出
た「

價
値
が 

あ
.る」

(
v
a
l
a
r
)

か
る
動
詞
に
相
當
す
る
此
の
抽
象
名
詞
は
、
.本
原
的
に
は
、
.カ

、

ー
兀
氣
を
意
味

f
る
も
.
.の
で

あ

つ.て
'

道

般

の

意

味 

f

 

I

I

る〕

、
I

 (

廳

|

、
_

|

|

?

(

恢
從
>
等
の
諸
佛
語
中
に
保
卷
.ら
れ
て
ゐ
る
。
I

 

な
'る
語
は
普
通
の
用
法
に
於
い
て
は
、
此
の
語
及
びv

a
l
e
u
r

な
る
語
が
商
業
上
に
於
.い
て
與
へ
ら
'れ
た
■る
も
の
と
は
相
違
せ
る
意
味 

5:
.有
し
.て
居
る
が
、
而
も
，，そ
は
其
の
第
一
の
蕋
礎
た
る
も
の
で
、あ
.る
。valoil:'

は
自
然
の
皭
與
及
び
財
貨
が
”
菩
人
の
享
樂
に
對
し
，
 

吾
人
の
.願
望
の
滿
足
に
對
し
、.
適
應
ず
る
も
CD
と
看
做
ん
る
.'\
吾
人
の
欲
望
に
相
斜
‘せ
る
良
好
性
を
表
明
す
る
。
或
る
遨
は
シ
チ
ゥ
料 

理
が
北
ハ
の
嗜
好
に
適
せ
ざ
る
晚
、
S
れ
を
以
つ
て
何
等
の
.價
値
な
き
も
の
‘と
，一

K

ふ
。「

戤
い
，s
通
常
の
し「

良
'い
U「

優
れ
て
良
い
し
等
の
形 

、
容

詞

は

、

此

の
.種
'

Q
「

價

他」

の
：種

々

な

る

程
^
を
特
記
す
る
。
«
般
ひ
•提
好
'tt
は
常
於
吾
人
に
對
し
て
'相
對
的
で
は
あ
る
が
、
而
も
、
.
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適
肋
^

0に
際
し
そ
は
？
其
の
目
.的
物
に
內
往
的
で
あ
り
、
而
し
.て
.是
れ
に
由
つ
て
そ
が
吾
人
の
使
用
に
適
合

い」
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「

價
破」•

な
る
.語
の
這
般
の
意
‘味
は
、
他
の
人
問
と
交
涉
を
有
す
る
;2
:
と

の

な

，
い

孤

立

.ザ
る
人
間
に
取
つ
”て
'̂

坐
ず
る
で
あ
ら
ぅ
。
チ

. 

效
W
傾
値
學
說
.见
の一

節 

：

'
: 

■ 

ニ

九

(

r
1
3
1

)



•
效
、用
倒
値
學
說
史
の
一

® 

- 

.
 

.
 

5
 

、
ニ

,
〜

,

ノ

こ

： 

: 

' 

-

=?
.
〇

2
三
0

5

'
ュ

ル

ゴ

ォ

は

單一€

目
的
物
の
上
..に
典
，の

'能力
を

行

使

す

各

人

間

を

考

察

す

る
-

斯

く

の

如

き

ん

間

は

、

之
れ
を

探
求
す
る
‘か
、
之
れ 

■
を

避

く

る力
，
，

r

し

く

は

泡

關

、も
に
之

れ

を

放

^

す

る

で
、あ

ら

ぅo

第

一

の
場
合
.に
は
、
疑
.ひ
も
&

く

、
‘
^

^

は

-1
位

っ

目

的

切

を

 ̂

求

す

る

の

0
機

を

'̂
寸

る

0ゝ

彼
れ
は
之
れ
を
其
の
享
樂
に
適
せ
り

4
判

斷

す

る

。

彼
れ
は

之

^

を「

良

い

看

出

し

、

而

し

て
、

d

« 

相

罢

か

良

好

姓

は

絕

對

：

&

に

價

値」

と
名

づ
-け

ら

る
.、
こ

と

が
出
來
る
。

然

し

な

が

も
'、

斯

く

の

如

き「

價

値」

は
他
の「

價

&」

と
此
較 

せ

I
、
こ
と
な
，き
.が

故

に

、

測

奪

ら

れ

得

I

々

な

く

、
，
又
、
此

の

r

價

値

を

有

す

る」
(

I

)

物

件

甚

も

「

®

ら

る

、」

 

(
E
u
s
e
)

こ

と

が

な

い

で
j

ら
ぅ
。
.
同

一Q

人

間

が

典

.の
ポ
用
に
逾

す
る
華

Q

目

的

物

の

間

に

選

擇

を

有

高

と

し

た

な

ら

ば

、

一
. 

を

他

の

も

の

ょ
I

選

ぶ

可

き

で
I

O

、
被

れ

は

是I

の

の

中

A

ね

の

も

の

が

他f

の

ょ

！

「

一

勝

價

値

が

あ

る

」

か

と

 

制

斷

す

る

。
，
彼

れ

は

其

の

心

中

に

於

い

て

「
日H

れ

等

の

令
.の

A

値」

を

此

較

し

プ

之

れ

を

‘評

價

す

可

き

で

t

o

-
 

S
は
、
楚

れ

に
.

3

 

つ

て

彼

れ

の

：̂
擇
せ
.る

物

件
をm

き
'受

け

、
•而

，
し

て

他

の

も

•の

を

棄

て

置

く

こ
*と

を

決

意

す

可

き

で

あ

る

。
，
，
然

し

な

が

ら

、
，
斯

く

の

如
き「

値
接
X

I

I

I

)

は
何
等
麗
せ

I

Q

.を
有
す
量
と
な
く
，
W

P

A

Q欲
望
が
變
化
す
る
程
つ
て
爾
々
變
化
す
る
。 

(ibid., p. 8
5

し
。

, 

i

t最
初
、
此Q

孤
獨Q

入
‘は
、
單

に

證

I

樂Q

み
を
比
較
し
、
斯
く

.て又
；

r

單
に
現
在Q

享

樂

に

對

す

石

關

係

に

於

い

.て

•の
み

諸 

•物
1
評
價
す
る
。
.然
も
、
_
が
て
將
來
の
享
樂
も
亦
、
其
の
餘
中
に
入
る
に
至
り
、
現
在
に
於
，い
で
は
享
樂
に
貢
献
す
る
こ
き
得 

な
い
が
、
之
れ
を
保
持
す
る
場
合
に
は
、
將
來
の 
一
|

に
.於
い
て
，享
樂
5
裔
す
可
き
諸
物
に
：於
い
て
も
亦
、
價
値
は
見
積
ら
れ
る
0 

是
に
至
っ
:

其
©
人
は
彼
れQ

欲
望
間
£
此
較
を
行
ひ
、
雰
に
現
在
的
欲
望Q
龜

な

る

露

S

す
念

み

な

ら

ず

、
種

々

な.

る
欲
望
の
必
要
及
び
效
用
の
順
序
に
對
し
て
届
的
物
の
探
求
を
適
應
せ
し
む
る
.こ
と
、
爲
る
の
で
あ
ぃ
る
。
急
迫
の
程
度
を
異
に
す
る 

'效
;n
の
順
序
が
均
衡
せ
、ら

れ

、

_浩
し
‘く
は

變

苋

せ

ら

る

、
他
の

’諸
，考

察

に

调

し

て

現

る

、
最

初

の

-も

(0
.
i
で
は
、
«
の
物
の
^

M
性 

(excellence 〉

即
ち
之
れ
を
探
求
せ
し
む
る
願
望
の
植
類
を
滿
足
す
る
大
さ
.
の
程
度
を
異
に
す
る
其
の
逾
格
性(aptitude)
で
あ
る
。 

此
の
，単
越
蚀
の
順
序
は
其
ひ
結
艰
た
る

.評
價
に
、關
じ
.て
效
用
の
順
序
に
聊
か
_反
映
す
る
。
即
ち
*
這
個
4
越
性
の
程
度
に
、ょ
つ
て
坐
ぜ 

し
め
ら
る
、
よ
り
也
々
と
し
た
享
樂
の
快
感
は
、
.其
れ
自
體r

人
を
し
て
、
.彼
れ
が
単
て
な
る
も
の
.、
4
越
性
よ
り
も
豐
富
を
選
ぶ
諸 

物

仲

の

よ

，り
緊
切

な

る

必

要

と

比

較

せ

1
む
る
長
所
な
る
が
爲
め
で
あ
る
0'
第

三

の

菏

虛

は

、
‘
人
が
其
の
願
望
の
目
的
物
を
取
得
ず
る 

に
際
し
.て
當
面
す
る
大
さ
の
程
度
を
異
に
す
•る
困
難
で
あ
る
？
蓋
し
、
等
し
く
有
用
に
し
て
又
等
し
く
卓
越
せ
る
兩
物
#

の
間
に
於
い 

て
、
之
れ
を
洱
び
，探
し
出
す
が
，爲

め

に

苦

痛

の

多

く

を

耍

し

、

又
、

'

自
己
の
爲
め
に
這
般
の物

#
:

を
取
得
す
y
が
爲
め
に
大
な
る 

注

意

と

努

力

と

を

用

ふ

可

き

も

，の

は

、

彼
れ
に
、取
つ
て
よ
り

貴
重
な
る

の
觀
あ
る
こ
と
は
極
め
て
明
^
な
る
が
故
で
あ
る
。
這
般
の
理 

由
に
據
つ
て
、
水
は
人
間
に
必
要
で
あ
り
、
且
つ
多
く
の
'快
感
を
得
せ
し
む
る
-
.に
拘
ら
ず
、
人
が
典
の
領
有
の
確
保
を
求
め
ぎ
る
迄
に 

興
の
潤
澤
な
.る
國
土
に
於
い
て
は
貴
重
な
る
も
の
と
看
做
さ
る
\
こ
'と
が
な
>
の
で
あ
る
-0
_即
ち
、
此
の
物
質
の
■豐
富
は
彼
れ
を
し
て 

之
れ
を
其
の
手
の
下
に
看
出
さ
し
む
吝
が
故
で
あ
る
0、’斯
く
て
、
^.
人
が
交
換
を
行
ふ
、に
至
る
以
前
に
於
い
て
す
ら
、
吾

人

は

「

稀
少 

性
レc

.Haret6)

を
以
つ
て「

値
橫
L.
1
の
要
素
の
一
と
認
む
る
、の
で
あ
る
。
チ
は
ル
ゴ
オ
は
、
茲
に
、
獲
得
の
困
難
に
對
す
る
別
名
と
し
て 

稀
少
性
今
る
‘文
序
を
使
用
-^
’
這
般
ひ
概
念
を
レ
て
罾
の
其
‘
に
歸
せ
し
め
ん
と
し
た
-^
で
あ
る
デ
即
ち
、
彼
れ
白
く
、「

猶
ほ
稀
少
，
 

性
に
附
せ
ら
れ
た
る
這
歡Q.

篇

ほ

.又
、
‘g

種
の
效
用
に
基
け
る
こ
と
‘を
一
言
ず
.る
の
要
が
あ
るo

藍
し
、
取
得
困
難
な
^
物
仲
’̂
！豫 

, 

敦
W
價
個

尊
說

史

め
、
.
一
節
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四)

-
め

準

備

す

る

こ
^

が

一
賸
有
用
な
る
-が

故

に

、
へ
そ
は
一
脾
採
求
せ
ら
れ
、
而

じ

て

、

人

被

之

れ
を

我
が
物
た
ら
.し
む
.る

が

爲

め

に

十

勝
. 

▼の

努

力

を

行

ふ

可

き

が

故

で

あ

る」

と

.0
是

れ

等

兰

個

の

要

素

は

飒

獨

の
.人

に

關

す

る

價

値

決

定

に

參

加

す

る

總

ベ

て

の

も

の

で

あ

るo

 

彼

れ

は

之

れ

を

呼

ん

で「

見
，積

顧

値」
(
l
e
u
r
i
s
t
i
m
a
t
i
v
e
)

と

稱
し
、て
ゐ
る
。

即
ち
、

そ
'は

實

際

上

、
荃

然

：i h
確

に

、
人
が
共

の

願

望

の
' 

,
種
々
'な

る

目
的

物
に

附
す

る
尊
逋

の
.程

度

の

表

明

な

る

が

故

で

あ
.る
。(

ま

^

1>
*8
5-
00
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.
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へ
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.
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:
;•
. 

.

..:
:
:
:'..
■

是
に
至
づ
て
.、
チ
.•?
■
ル
ゴ
オ
は
孤
獨
な
る
人
の
場
合
に
於
け
る
各
特
殊
價
値
の
高
を
決
定
す
る
所
.の
も
，の

-
.
即

ち

價

値

の

尺

度

を

發

■ 

• 

I 
/
; 

.
 

.
 

■ 

- 

' 

■ 

-
I 

- 

-■

■

■

■
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■

:

-

見
せ
‘ん
，と
し
た
の
で
あ
，る
。
彼
れ
は
遺
般
の
尺
度
を
、
.人
間
が
猶
ほ
未
次
一
人
で
あ
り
、
自
然
の
み
が
彼
れ
の
欲
望
に
備
へ
而
じ
て 

'旣
に
彼
れ
は
自
然
と
最
初
のC

商
業」
を
營
む
が
故
に
、
彼
れ
が
其
の
願
望
の
.對
象
物
を
取
得
す
る
が
爲
め
に
i
斯
く
の
如
き
慕
と
の

最
初
の
交
易
に
於
い
て
玄
撕
は
ざ
る
を
得
ざ
る
其
の
勞
働
.、
共
の
諸
能
力
及
び
時
間
の
使
用
に
看
出
し
た
の
で
：あ
る
。
彼
れ
の
資
本
は

. 

- 

.

«

.

:

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

• 

:
:

狹
隙
な
る

境
界
內
に

閉

卞

ら

れ

て
^

る
。

彼

れ

は

共

の

享

樂

の

總

韻

を

之

れ

に

割

り

當

て

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

彼
れ
は
自
然
の
浚
大
な 

る

倉
庫
中
に
，於

い

て

運
權
を
行

び

、
而

し

て

自

己
.̂

取
.つ
て

便

{且
> な
る

種

-々

な
る
S

的

物

の

間

に

、
任

意

に

處

分

し

得

る

「

賀

^

ー 

(

U

X)

を
分
割
し
な
け
れ
ば
な
.ら

ず

、
其
の

坐

#
と
幸
福
と
に

對
す

る

其

の「

重
要
蚀」

に
從
、つ
_て
菇
れ
等
の
.も

の

を「

値

横

0
し
し
な
け 

れ

ば

な

ら

ぬ

。

而

し

て

、

這

般

の

他

精

は

、

等

し

，

1.
<

重

要

な

る

か

恶

し

く

は

ー

賸

軍

要

な

る

他

の

物

件

の

探

求

を

之

れ

が

爲

め

に

犠

胜
 

.た
ら
し
む
る
こ
と
な
く
し
て
‘値

積

れ

せ

ら

れ

た

吝

目

的

物

の

探

求

に

使

用

し

得

る

共

の

苦

痛

及

び

其

の

ボ

如

の

部

分

パ

或

ひ

は

一

言

を 

,

以
つ
て
^

れ
等
*の

矿

者

を

言

ひ

現

せ

ぱ

，.其

の

能

カ

の

部

分

に

關

し

て

自

已

に

致

せ

る

報

吿

に

外

な

ら

ざ

る

も

の

で

あ

る

。

然

ら

ば
、

Z 

其

の

價
値Q

尺

度

は

何

で
f

か
。_彼
れQ

.

比
較Q

物

蕾

何

で

量

か
。
•そ

が
能

力

共€

者
以
.外
に
^
:
U
な
い
こ
ど
は
.明
か
で

‘
.あ
も
。
‘典
の
嫌
ヵ
の
總
量
が
這
般
の
物
差
の
唯一

の「

單
位」

で
あ
り
、
彼
れ
0
出
發
し
得
る
唯 
一6

、

定
點
で
あ
り
、
而
し
て
、
.
.各

個

の

, 

目
的
物
に
賦
與
す
令
愰
値」

は
這
般
の
物
差
の
比
例
的
蓉
で
あ
，る
。
孤
*'
人

比

對

す

，る

、

1
のE

的
物
の「

見
镇
價
値j
せ
精
確
に
、
彼 

れ
が
共
の
目
的
物
に
對
し
て
有
す
、る
願
望
に
相
應
す
る
其
の
能
力
，の
總
®
中
，の〗

'部
分
*
又
は
、
彼
れ
が
斯
く
の
如
き
願
望
を
滿
延
す 

,
が̂
爲
め
に
使
用
し
得
る
其
の
.能
カ

總

量

冲

の

一

都

分

で

あ

'^
と

言
ふ
こ
と
に
爲
る
。
人
は
、
言
葉
を
換
へ
て
、
是
れ
を
以
つ
て
人
間 

.の
能
ヵ
の
全
體
.に
對
す
る
比
例
的
部
分
の
‘割
合
、
價
値
の
單
位
を
分
子
と
し
、
價
値
の
數
*
即
ち
人
間
ひ
金
能
力
を
權
成
す
可
き
均
等'

• 

.

.

.

.

.

. 

- 

.

'•
•■
• 

■ 

' 

.

.

人• 

' 

.

な
^
比
例
的
部
分
を
表
示
ず
•る
數
を
分
母
と
し
て
有
す
可
き
分
數
に
ょ
つ
て
表
明
叱
ら
る
可
き
比
率
で
あ
る
と
稱
し
得
可
き
も
の
で
あ 

名
。
愛
.に
、
チ
み
ル
ゴ
.オ
は「

總
べ
七
の
價
値
の
尺
度
は
人
間
で
あ
る」

と
«-
丄
た
前
揭
*ヵ
リ
ア 
一

I

(D
.D.ella M

o
n
e
t
a

及

び

グ

ラ

：<
ー
フ 

ン
の 

wssai .analytique.

を
引
用
し
て
ゐ
る
。(ibid., 

p.. 8
7
/
8
8
0
。

‘ 

へ

.

,
.

次
.い
で
.V
、
チ
ュ

ル
ゴ
オ
は
交
換
11
値

を
明
か
に
，す

る

が

爲

め

に
^

海
の
唯
中
に
於
け
る
無
人
^

に
镫
か
れ
た
こ
侗
の
人
間
を
想
像
す 

る
。

一
人
は
魚
肉
の
過
剩
を
、
他
は
坐
贬
の
過
剩
を
有
す
る
。

一

人
は
寒
さ
を
免
れ
フ
他
は
空
腹
を
避
く
る
が
爲
め
に
、
彼
れ
等
は
各
-

.
、
.
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.
■
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.
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ぐ
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,

々
他
の
.者
ょ
り
典
の
過
剩
を
要
求
し
、
_他
の
畓
は
之
れ
を
承
諸
す
可
く
\
软
に「

交
換」

は
發
坐
し
、
商
業
は
起
る
。
斯
く
の
如
き
場
合 

に
於
い
て
坐
じ
た
所
の
も
の
は
、
他
の
狀
態
，の
下
に
於
い
て
は
無
用
な
る
兩
貨
物
の
餘
剩
部
分
が
、
典
の
所
有
者
の
眼
中
に
在
つ
て
共 

の
■
き
に
宿
す
名
こ
と
の
な
か
つ
た
價
値
を
取
得
せ
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
各
人
は「

自
身
の
し
欲
望
.(besoiw :pe

.Ks.onnel)

を
豸
せ
ざ
名
,
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所
の
も
の
に
對
し
で
•

「

値
積
.り」

し
た
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
最
初
め
狀
態
の
下
に
於
5
:て
は
、
交
敗
の
條
#
に
關
す
る
举
論
は
さ
ま 

で
激
しM

は

な

い

で

あ

ら

餘

剩

Co
.魚
肉
の
垂
部
は
餘
剩
の
毛
皮
：の
<子：部
に
對
し
て
與
へ
ら
右
可
き
で
あ
ら
ぅ
。
然
し
な
.が
，ら
、
少 

敎
肿
價
，値
學
說
史
の一.

微
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し
く
此
•の
假
觉
を
變
ぜ
し
‘め
‘て
、
楚
れ
等
兩
人
.の
各
々
に
與
ふ
る
に
、:,
其
の
餘
剩
に
對
し
て
價
値
を
附
せ
し
む
る
の
動
機
た
る
、
之
れ
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を
保
管
す
'る
の
利
益
を
以
つ
て
し
、

一
‘方
は
魚
肉
の
代
り
に
、
、極
め
て
長
ぐ
保
苻
せ
ら
れ
得
る
玉
蜀
_
を
窗
し
、他
は
生
皮
の
代
り
に
- 

\
r

^

sし 

> 
而

-L
て
、通
の
島
は
邀
物
も
薪
も
共
に
之
れ
を
.產
す
る
，，こ
.と
が
な
い
と
す
る
o
楊
風
期
の
如
き
不
利
な
る
^.
^
に
曲
つ
て
、 

兩
者
め
.孰
れ
も
興
れ
以
上
.の
供
'給

を

受

く

る

が

爲

め

に

大

eに
！！

る
こ
と
を
不
可
能
な
ら
し
め
ら
^
る
と
す
る
。
主
勒
乘
を
有
す
る
、 

は
凍
死
を
防
ぐ
が
爲
め
に
薪
を
要
し
、
薪
の
澌
有
容
.は
餓
死
を
觅
れ
：ん
が
爲
め
忆
汪
蜀
黍
ど
覼
望
す
今
玆
に
交
換
の
要
は
大
で
あ
る
. 

_
が
、
各
人
は
.自
已
.

Q

有
す
る
所
の
も
‘

Q

を
保
#
し
、
而
し
て
自
己
の
有
せ
ぎ
る
所
の
も
の
を
取
得
す
る
其Q

’

利
益
を
決
免
す
る
が
爲
め 

.に
、
.兩
欲
望
の
カ
を
|+
算
す
る
で
*
ち
ぅ
。

一
言
に
し
て一

其
へ
.ば
''
彼

れ

は

自

已

杧

關

し

で

「

見
、積
價
値
し
を
極
.め
て
精
確
に
決
定
す
る 

で

あ

らぅ
。

li
b
-(

P

「

見

®
■
値」
は
^
れ

が

自

己

，の
爲
め
に
兩
物
件
を
取
得
す

^
に
於
い
て
有
す
る「

利
益」

に
比
例
す
る
も
の
で
あ
り
、
 

而

し
て
兩「

價
偷」

.の
比
較
は
明
か
に
兩「
利
益」

の
比
較
に
外
な
ら
ざ
る
も
の
-で
あ
"る
。
.各
八
は
.又
、
自
己
の
摊
つ
物
を
出
來
傅
る
^
 

り
多
く
馨
し
、
而
し
て
他
人
の
物
^
出
來
得
る
限
り
.多
く
.取
得
す
る
の〗

般
的
利
益
に
ょ
0-
て
促
*さ
れ
る
。
斯
く
の
如
ぎ
暴
に
於 

い
；て
、

各
人
は
自
己
’の
見
橫
僙
値
を
秘
密
に
附
し
*
提
供
す
る
所
を
少
く
し"

要
求
す
る
所
を
火
に
し
て
、
其
の
欲
望
す
る
物
#
の
奸 

有
- #

に
■索
り
を

入
れ
る
。
彼
れ
等
は
交
換
條
件
に
就
い
て
爭
論
す
る
。
而
も
、兩
紫
は
契
約
の
締
結
に
'大
な
る
利
益
を
有
す
‘る
が

故
に
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彼
れ
等
は
遂
に
同
意
す
る
に
至
る
可
き
で
あ
.る
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て
言
へ
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，彼
れ
等
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五
抱
の
薪
に
對
し
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四
桝
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萄
黍
を
交
換
す
今
交
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換
の
行
は
る
X
瞬
亂
に
於
い
て
、
各
人
は
疑
ひ
も
な
く
、
彼
れ
の
與
ふ
る
所
の
も
の
に
對
す
る
ょ
り
も
、
共
の
受
く
る
所
の
も
0
に
對 

し
：て
更
ら
に
高
身
見
積
價
値
を
遛
く
の
で
あ
名
チ
_
渡
せ
ち
る
\
物
件
r
對
し
て
取
得
、せ
ら
る
.
V物
件
K
取
得
者
の
賦
與
す
る「

見
按

價
値J

の
優
越
は
*
交
换
の；
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M

な
る
.が
故
に
"そ
は
之
れ
に
；取
つ
て
缺
く
可
ら
^
る
も
の
■で
あ
る
。
各
人
は
彼
れ
に
し
て
若
し 

六
乂
換
を
行
ふ
こ
と
に〗

：の
利
益
、

一
の
個
人
的
利
潤
を
看
‘出
す
ヒ
と
が
ぶ
か
つ
た
办
ら
ば
、
依
然
現
狀
を
維
持
す
可
ト
で
あ
る
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し
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て
、
チ
ュ
••ル
ゴ
ォ
は
、
此
の
：利

得

が

各
'々
6
侧
に
來
い
て
，、
：
精

確

に

相

等

し

.#
こ
士
灰
主.張
す
る
0
即
ち
、
浩
し
、
そ
が
等
し
く
な
い
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な
ら
ば
、
兩
者
の
|
.方
掠
他
に
此
し
.て
交
換
を
欲
す
る
こ
と
少
な
か
る
可
く
、
而
し
-て
，他
を
し
て
其
の
提
供
す
る
所
を
大
な
ら
し
め
て
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其
の
價
格
に
接
近
せ
ー
し
む
る
ヒ
と
を
餘
儀
な
か
ら
し
む
可
き
で
.あ
、‘ろ
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0斯
く
て
各
人
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等
し
き
價
値」

を
受
く
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し
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き
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價
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與
ふ
名
こ
と
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览
た
る
金
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は
欢
い
の
ヤ
あ
る
。
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に
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つ
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ゴ
.ォ
は
這
箇
自
由
な
る
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必
要
條
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た
る
均
等
性
を
有
す
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交
於
廣
値」
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は
*
各
人
は
別
々
ft〗

一
個
の
.刹
益

、
，
彼.れ
の
.所
持
す
る
物
件
と
彼
れ
.の
.所
持
せ
ん
こ
と
を
願
望
す
る
も
の
と
に
賦
與
ず
る
‘

11

個
の
利
益 

を

比

較

し

た

に

，過

ぎ

な

い

.
o

「

交
換
價
侦
-^
決
定
に
際
し
て
は
、
比
較
を
行
.U
つ
、
あ
'
‘る
Ifl
o
人
：と
、
比
較
せ
ら
.る
、
四
個
の
刹
益 

、と
が
存
す
る
。
兩
契
約
漭
各
摘
の
雨
利
益
は
勒
.め
彼
れ
等
；の
問
に
於
い
て
別
々
<に
比
較
せ
ら
れ
-
而
し
て
，
是
れ
轉
の
兩
緒
梁
がP

共 

に
'坊
較
せ
.ら
れ
、
'否
、

寧

ろ

是

れ

等

兩

契

約

漭

に

ょ

.つ

て

相

举

は

，れ
て
、
精
確
に「

交
換
價
値」

と
爲
.る
所

の

「

中

腊

兇

積

價

値

」
(

づ
を
目 

n
a
t
i
v
e

 moyenne)

を

形

成

す

る

こ

と
X
、
爲

る

。

而

し

て
-吾
人
は
之
れ
に
.對
し
て
，「

評
價
價
値」

.
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な
.る
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.稱
支
興
へ
褪
可
会
で
あ
.る
。
蕺
し
、
そ
«*
價
格」

即
ち
交
換
.の
’條
件

を

決

定

す

る

が

故

で

，；あ

る

。

「

評

價

慎

値
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見
積
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質
上
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も
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あ
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そ
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に
於
い
て
之
れ
士
相
違
す
る
。'
菩
人
は
ft
き

に

、

孤
獨
の
人
.に
對
す
る
.一
物
件
の「

觅
稹
價
値」

せ
、
或
-る
人
が
此
の
物
件
(6
採
汆
に
捧 

げ
得
る
其
の
能
力
の
一
部
と
其
の
能
力
の
全
部
^
の
間
の
比
率
に
外
な
ら
ざ
る
こ
と
を
立
證
し
た
。
^
ら
ば
：
兩
人
間
の
交
換
に
於
け
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評

價

價

値

は

、

彼

れ

等

が

甘

ん

じ

て

•交
換
のE

的
嘞
の
各
々
の
探
求
に
捧
げ
ん
と
す
る
能
力
部
分
の
總
額
と
是
れ
等
兩
人
の
拙
力
の 

«
額
と
の
間
の
比
率
で
あ
る
。
チ
ュ
>-
ゴ
ォ
は
見
積
猬
値
及
び
評
價
價
値
の
兩
考
を
能
ヵ
0
名

辭

に

歸

せ

し

む
.る
に
由
.つ
で
、
交
換
價 

値
が
個
人
的
評
憤
の
結
果
に
外
な
ら
I

こ
と
、I

し
m

「

評
價
省
値」

は
，
f

人
々
の
思
惟
し
勝
ち
な
I

如
く
、
交 

、
換
せ
ら
る
X 
ニ
物
間
、
若
し
く
は
價
格
と
寶
却
せ
ら
る
i
物
件
と
の
間
の
比
率
で
は
な
い
。
、其
處
に
は
均
等
の
關
係
が
存
し
、
砒
し
て 

這
筒
均
•等
の
關
係
は
徼
ね
て
相
等
し
含
.二
物
を
想
定
す
る
•
.然
る
に
、遺
般
の
相
等
し
き
‘ニ
物
は
交
換
せ
ら
る
i
l物
で
は
な
く
し
て
* 

、

慕
交
換
，せ
ら
る

X
物
の
價
値
で
あ
る
。
•吾
人
は
均
等
れ
關
係
を
有
す
る
價
値
を
以
つ
て
、
，比
較
せ
ら
る
、
兩
M .
値
を
想
鬼
す
名
這
箇

'

均
等
の
關
係
と
混
同
し
•て
は
な
ら
ぬ
。(ibid
•マp- 

9
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.
9
3
0
0 

,

.

.チ
ュ
キ
ゴ
ォ
は
更
ら
に
迆
ん
で
、
愤
植
と
慣
.格
と
の
相
違
に
就
い
て
述
べ
>
。「

價
楮」

は
，他
物
.と
交
換
に
與
ふ
る
物
で
あ
る
。
價
値

,
:は
其
れ
自
體
.に
於

>
て
は
言
ひ
表
す
こ
.と
.を
得
な
い
。
實
際
亿
、
第

.一
の
名
辭
'
即
ち
分
子
炎
义
鉴
本
堪
位
が
觅
擠
り
锝
ざ
る
も
の
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あ
り
、
又
、
最
も
漠
猶
た
る
態
様
に
於
い
て
.も
識
ら
れ
ざ
る
：比
率
の
表
現
.は
如
何
に
し
て
看
出
さ
れ
る
か
0
.或

る

.
具

物

の

價

値

が

人
 

間
の
能
ヵ
の
百
分
の
ニ
に
相
當
す
る
と
如
何
に
し
.で
述
べ
ら
れ
得
.る
か
»-
又
如
何
な
ち
能
力
に
就
い
て
言
は
る
ふ
か
。
蹄
か
に
填
般
.の 

能
カ
の
評
尊
に
は
時
問
の
考
察
を
參
加
せ
4
め
な
け
れ
ば
な
6
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が
、
如
何
な
る
間
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を
宛
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可
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あ
る
か
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使
用
法
に
對
す
る
其
.の
關
係
に
於
い
て
峙
間
を
見
積
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
，^
、
自
然
に
よ
つ
て
與
へ
ら
る
1「

装
本
的
單
位」

ハ

fonda

日ent
a
k
)

は
存
す
る
こ
と

な

く

し
て
、r

恣
意
的
單
•位」(Tmit6 

&
ぼ
^
€)

及
び
因
錢
的
單
位
の
み
_が
#
す
る
。
斯
く
て
、
自
己
.の 

•名
辭
に
於
い
ノ
て
價
値
を
.表
明
す
る
こ
と
は
不
可
猫
で
あ
る
が
、
價
格
に
ょ
つ
て
、
.即
ち
膦
入
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ら
る
X
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に
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も
の
V
數
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を
述
ぶ
る
に
由
つ
て
、
若
し
く
は一

•物
仲
の 

一•定
の
數
量
は
他
の
物
仲
のJ

 

■定
の
■數
量
に
對
し
て
價
値
に
於
い
て
相
等
し 

と
稱
す
る
に
ょ
つ
て
表
明
也
ら
を
、
こ
と
を
得
、
又
、
表
明
，せ
ら
る
、
の
で
あ
る
，0
傯
ベ
て
の
交
換
t
冷
い
''て
"
交
換
せ
ら
レ
i
物

 ̂

の
各
數
置
は
、
儐
格
と
し
て
、
又
、
他
の
物
の
價
値
を
表
明
す
る
が
，爲
め
に
相
互
的
に
役
立
つ
が
故
に
、
'

「

價
値」

及
び「

倒
格」

な
る
雨 

語
を
交
互
的
に
使
用
す
る
は
、
正
さ
に
普
通
の
_'用
語
と
し
，て
は
許
さ
る

.可
き
で
あ
る
.が
、
而
も
、
‘避
れ
等
の
兩
語
は
本
質
的
.に
相
違
せ 

'る
觀
念
を
•表
明
す
る
も
の
で
あ
る
？
他
の
物
件
と
交
換
に
與
へ
ら
名
\
或
る物
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分

，
の

數
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西
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度
の
名〕
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が
西
班
牙
の
を
測
觉
す
る
以
上
に
ノ
共
の
物
件
の
價
値
を
测
定
す
る
こ
と
が
な
.い
の
で
あ
る
、
人
後
敦
は
前
#
の
名
辭
に
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い
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表
明
せ
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
亦)
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這
般
の
理
論
‘は
極
め
て
敬
撕
な
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
か
の
グ
W
ン

1
の
有
名
な
る
計
_
に
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於
け
る
が
#
く
、
.屢
々
頗
る
優
れ
た
人
ャ
に
ょ
つ
て
す
ら
誤
解
せ
ど
れ
*
政
府
を
し
て
失
政
に
陷
ら
し
め
たQ

で
あ
る
。
..(ibid;, 
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オ
は
更
ら
に
.其
の
條
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あ
る
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界
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程
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ほ
茜
だ
遠
い
も
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人
は
彼
れ
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就
い
て
の
叙
述
を
他
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讓
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界
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用
學
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眞
の
發
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之
れ
を 

第
十
九
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紀
に
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け
る
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會
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の
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戟
に
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た
な
け
れ
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か
ら
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ら
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